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Abstract: Although breast milk has been recommended by WHO, there is controversy on its 

preventive effect against childhood allergy. We investigated the relationship between allergic 
history of children and their nutrition in infancy with special  regard to their family history 

within the second relatives. The subjects were participants of health examination program for 

3-year-old children held during April 1996 and March 1997 in a city of Fukui Prefecture, 

Japan. Questionnaires were delivered to parents of all children registered in the city (622 in 

total) by mail and collected from 582 children (94%) on the days of health examination. 

Personal and family history of allergy (diagnosed by medical doctors as atopic dermatitis, 

asthma, allergic rhinitis, allergic conjunctivitis or urticaria) and nutrition in infancy (breast 

milk  Only, formula, or mixed feeding during first month and solid food introduced time after 

birth) were asked. In total, 201 children (35%) had allergic history and family history was 

a significant risk factor (odds ratio: 3.91, 95%C.I. 2.68-5.71). Of 518 children from whom ef-

fective answers were obtained on nutrition in infancy, 235 children (45%) were fed by breast 

milk only during first month and 416 children (80%) were fed with solid foods after fifth 

month and later. For formula-fed or mixed-fed children, early introduction of solid foods was 

a significant risk factor (odds ratio of no later than fourth month versus after fifth month 

and later: 2.05, 95% CI: 1.06-3.98). Furthermore, for children with family history, breast 

feeding was a  significant reducing factor of allergy even though solid foods were introduced 

early after birth (odds ratio of breast fed to formula-fed and mixed-fed: 0.316, 95% CI: 

0.115-0.871). Thus, our results indicate that breast  feeding could be effective in preventing at 

least high-risk children who have family history and to whom weaning foods are introduced 

early.
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は じめに

1989年 のWHO/UNICEF共 同声明以来,わが国においても母乳育児の推進 が母子保健事業の一

環 として図られているが,厚 生省r乳 児栄養調査』では生後1か 月時での母乳栄養 の割合は1985

年49.5%,1995年46.2%と 全 く増加 していない(1)。近年,母 乳によ り乳児に ダイオキ シソ類が蓄

積 してサ プレサ ーT細 胞が減少 し,ア トピー性皮膚炎 を誘発 しやす くな ることが危惧 され てい

る(2)一・方で,母 乳の安全性が未だに確証 されていない ことが,母 乳育児推進に障害 となっている

のではないか と推察され る。母乳栄養児は人工栄養児に比ベ ア トピー性皮膚炎が多発する(3)反面

喘息が少ない(4・5)など,ア レルギー疾患に対する母乳の効果については統一的見解が得られ てい

ない。本研究では,福 井県内の3歳 児におい{生 後1か 月 までの母乳栄養や離乳食開始時期がア

レルギー疾患V'対 してどの ような影響を示すか,特 に家族歴を考慮 した横断面的な検討を試みた。

対象 と方法

1996年4月 か ら1997年3月 にかけて福井県鯖江市に住民登録 された全3歳 児(622名)の 親 に

当該児お よびその2親 等以内の家族におけるア レルギー疾患の既往(医 師によ りア トピー性皮膚

炎 ・喘息 ・アレルギー性鼻炎 ・ア レルギー性結膜炎 または募麻疹 と診断 されたもの)の 有無 生

後1か 月までの栄養方法(母 乳 ・混合 ・人工栄養),離 乳食の開始時期等についての質問紙を郵

送 し,健 康診査当 日に582名 から回収 した(94%)。 乳児期の栄養方法については518名(83%)

か ら有効回答が得 られた。家族歴 ・離乳食開始時期 ・生後1か 月 までの栄養方法 とア レルギ7既

往 との関連性の強さをオ ヅズ比 として算出 し,そ の95%信 頼区間(CI)に1が 含まれない場合に

有意な関連性あ りとした。統計処理はSPSS(10.OJ)を 使用 した。

表1ア レルギー疾患既往率 と家族歴のオ ッズ比
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結果 と考察

582名 の うち201名(34.5%)が ア レル ギ ー疾患 既往者 で,ア トピー性皮 膚炎 が最 も多か った 。

本研 究 の対象者 に おけ るア トピー性皮膚 炎 の既往 率(23.9%)は,1997年9-10月 に調 査 され た

栃 木県下 の3歳 児健 診受診 者 に溶け る既往 率(20.3%)(3)と 同等で あ った 。 さ らに,家 族 歴 は ア

レル ギ ー疾患 の種類 を問わ ず有 意 な増 加要 因 であ った(表1)。 家族歴 を同時 に 考慮 す る と,性

別 ・出生 順位 ・妊娠 週数 ・母 の職 業 は子 の ア レルギ ー既 往 に有 意 な影響 を示 さなか った。

生後1か 月 までの栄養方 法 は,母 乳 栄養235名(45.4%)・ 混合 栄養241名(46.5%)・ 人 工 栄 養
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42名(8.1%)で,1995年 の厚生省r乳 幼児栄養調査』結果(各h46.2%:45.9%:7.9%)と ほ

とん ど同 じであ り,鯖 江市における母乳育児の実施状況は全国 と同水準であったと推察 される。

人工栄養群 と混合栄養群を結合 した人工乳使用群 では,離 乳食開始時期が4か 月以前の者には5

か月以降の者 よ りも既往率が有意に高 く(表2),消 化管の未熟な生後早期か ら人工乳 と離乳食

を導入す ることはア レルゲソの体内侵入が容易 とな り感作 されやすいため と考えられる。

さらに,離 乳食が早期に開始 されても,母 乳栄養群では人工乳使用群 よりもア レルギー既往率

は低い傾向にあ り,特 に家族歴を もつ者で有意差が認め られた(表3)。 ア トピー性皮膚炎 の既

往について も同様な結果であった(デ ータ省略)。 ア レルゲソ感作 を受けやすい体質者に とって,

人工乳 と離乳食 の早期導入はア レルギー発病 リス クが高い(68%)の で母乳栄養のア レルギー予

防効果は発現 しやすいが、感作の受けに くい体質者に とっては、発病 リスクが低い(14%)の で

母乳栄養 の予防効果は発現 しに くいのであち う。従 って,母 乳栄養のア レルギー予防効果はア ト

ピー体質を もち離乳食を早期に導入され る者y'対 して期待で きるのではないか と考えられ る。

表2ア レルギー疾患既往と離乳食開始時期および生後1か 月までの栄養方法の関係
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表3家 族歴の有無別にみたアレルギー疾患既往と離乳食開始時期および生後1か 月までの栄養方法の関係
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中村 ら(3)は,人 工乳に比べて母乳のほ うが ア トピー性皮膚炎の リス クが高か った と報告 して い

るが,家 族歴は母親の既往のみで父や兄弟姉妹のアレルギー既往を考慮 していないこと,母 乳栄

養の継続期間が不 明であること,母 乳栄養:人 工栄養;23.3%:33.2%と 母乳栄養 の割合が厚生

省の全国調査の結果 と比較 して顕著に少ないことな ど,我 が国で母乳栄養がア トピー性皮膚炎の

危険因子であるとす るには更なるデータが必要 と思われ る。一方,有 田ら(4)による1歳 お よび2

歳児における成績 では,2親 等以内の家族歴 の有無別にみる とア トピー性皮膚炎やア レルギー性

鼻炎に対 して母乳栄養 と人工栄養の発病率に有意差が認め られなか ったが,喘 息に対 しては家族
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歴のある者 においてのみ,母 乳栄養 の方が人工栄養 よ りも発病率が有意に低かった。また,生 後
　

4か 月間完全な母乳栄養を継続す ると,6歳 までの喘息発症率が低下す ることがオース トラ リア

のコホー ト研究(5)で報告 されている。 しか し,こ れらの先行研究のいずれにおいて も,乳 児の体

質 と離乳食開始時期を同時に考慮 した母乳の効果を検討 していない。

結語

母乳栄養は,家 族歴を有 し離乳食開始時期の早いハイ リス ク者に対 して,

効果をもつ可能性が示唆された。

アレルギー発症抑制
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